
高森台中学校の実践



１．学校の様子
２．授業について
３．生徒の学習を支える「学び方」
４．情報活用能力の育成
５．変わる教師の学び方



　生徒がつくる単元の計画

音楽



　     生涯にわたって
　  自ら学び続ける生徒を育成する　



　単元全体を生徒に示す

最後はレポート作成



単元課題
　　人間の生活に大きな影響を
　　与える自然条件は何か



第４時（9時間完了）

乾燥した土地に暮らす人々



　メインの写真を読み取る



　雨温図を自分で読む

出典：https://ktgis.net



　仮説を立てる①



　教科書の情報を再構成する



　教科書から得た情報を整理する



　仮説を立てる②



　仮説を立てる③



　ディスカッションする



　授業中の



　個人の学習状況を把握し、根拠ある学習支援を可能に　



　単元の最後はレポートにまとめる



　生徒の学びを支える様々なスキル



　　教科書の構造は教えてあるか



　　　　　　　　　本
文

　　資料 　　資料

資料 資料

　　　　　　　　　本
文

　タイトル
　　　課　　題

　　学習課題や資料、本文の配置の意味を教える



　　写真資料を自分で読むことができるか



①もの・形で見る
②分布で見る
③方向・空間で見る
④時間で見る

　写真の読み取り方

出典：社会科授業雪小プラン（案）向山洋一著　教育トークライン１９９０年１０月



　　雨温図を自分で読むことができるか

出典：https://ktgis.net



　雨温図の読み方を自分で取り出せるように



　教科書から自分で得た知識を構造化させていく
　



　見方考え方を働かせる
　



　大量の情報を教室内で
   流通させることが可能になった



　常に学習のモデルがある状態に



　3年　国語　どの教科も1人1アウトプット



　３年理科　１人１実験＋１アウトプット



　一人一実験だから自分のアウトプットができる



アウトプットの増加
↓

情報活用能力の育成の必要性



　情報活用能力の構造



　情報の時間の創設



　教師が、一人一台端末前提の生徒の学びを体験する



　教師間でも大量の情報を流通し合う


